
























　1a 及び 2a はエタノール（C2H5OH）を加えウォーターバ
スで温めながら溶解した後放置し，得られた結晶を吸引ろ過
することによって精製したものを使用した。また，1a の誘
導体として 1a をアセチル化して得られた 2 種の生成物
(1b，1c)，1a の配糖体としてルチン (1d)，2a の誘導体とし
て 2a をアセチル化して得られた 2b，及び 2b をメチル化し









た。各溶液を入れた石英セルを光照射装置から約 70 mm の距
離に置き光を照射し，適宜分光光度計で波長 500-200 nm の
吸収スペクトルを測定した。光照射装置は主に 360 nm の光
用の高圧水銀灯（理工化学産業 UVL-400P，400 W）及び主に





濃度が 1.5×10-4 mol/L になるように，各試料を 20 mL メス
フラスコに入れ，アセトニトリルを加えた。さらに，測定可
能な範囲の濃度に薄めた溶液を各 5 段階分作成した。これら
の溶液を石英セルに入れ，分光光度計で 500-200 nm の吸収
スペクトルを測定した。
2-3　光照射及び物質の変化
　1c は試料 200 mg をアセトニトリル 100 mL に溶解し，試
験管（IWAKI 17 cm×1.5 cm）4 本に分けて入れた。2c は試
料 250 mg をアセトニトリル 125 mL に溶かし，試験管 5 本
に分けて入れた。それらの試験管に高圧水銀灯で 360 nm 光
を 1cは 6時間，2cは 2時間照射した後，溶液をエバポレーター
及びアスピレーターで濃縮した。濃縮後，一部を採って




CDCl3 溶媒で 1H-NMR を測定し化学構造の確認をした。
3. 結果及び考察
3-1　耐光性に関わる因子の検討










































　2c に 2 時間光を照射した後に単離した物質の 1H-NMR ス
ペクトルを分析した結果，酢酸バニリン（2d），シクロブタ
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